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事業目的・概要

蓄電池等の分散型エネルギーリソース（DER）は、需給ひっ
迫時の一般送配電事業者によるディマンドリスポンスへの活用
等の実績が出てきており、今後は平時も含め、更なる活用機
会の拡大が期待されています。また、FIP制度の導入等を踏ま
え、太陽光発電等の再生可能エネルギー（再エネ）の更な
る活用に向けた取組拡大や技術向上が必要です。

そこで、再エネ電気を最大限活用するため、卸電力市場価格
に合わせ、電動車の充電時間をコントロールする等の実証を
行います。また、多数の再エネやDERを束ね（アグリゲーショ
ン）、正確に制御する技術等の実証を行います。

これらの取組を通じ、分散型リソースを活用した効率的な電
力システムの構築と、再エネの普及拡大に貢献します。

成果目標

本事業は3年間の事業であり、令和3年度は、料金メニューの
開発や電動車充電シフトに向けた実証対象拡大、再エネと
蓄電池等のDERを組み合わせた需給バランス制御技術の構
築等を行います。

（２）再エネ発電等のアグリゲーション技術実証

• FIP導入等により更に変動性の高まる太陽光等の再エネ発
量と蓄電池等のDERを組み合わせ、需給バランス確保のた
めの発電量予測やリソース制御に必要となる技術の実証を
行います。

• DERの更なる活用に向け、今後の市場展開を見据えた蓄
電池やエネファーム等からの逆潮流・周波数調整機能等の
活用や、稼働状況把握のためのIoT化の実証も行います。

（１）ダイナミックプライシングによる電動車の充電シフト実証

• 再エネ電気の供給量に応じた卸電力市場価格に連動して
電動車の充電タイミングをシフトする取組を拡大します。

• 小売電気事業者と電動車ユーザーに経済性のある電動車
利用支援アプリと小売電気料金メニューの開発を進めます。

民間事業者等

補助（定額※1、1/2※2、1/3※3）

※1:EV充放電器・エネファーム・蓄電池等、※2:システム構築費等、※3:太陽光発電等

分散型リソースの更なる活用
・逆潮流も含めた分散型リソースの制御による系統安定化への貢献
・IoT技術を活用した分散型リソース稼働状況把握

逆潮流

順潮流

エネファーム・蓄電池（リユース含む）等

再エネ（太陽光等）

系統
電動車

FIP電源
に移行

双方向の電力を適切にコントロール

再エネ発電アグリゲーション
・太陽光や蓄電池等を組み合わせた、
より高精度な発電予測・制御

ダイナミックプライシングによるEV充電シフト
・DPや行動支援アプリによるユーザーの放充電行動支援
・余剰太陽光発電のEVでの自家消費（充電）

蓄電池


